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初年次において次の 4 種類の形で実施していると著者は考えている。すなわち第 1 に入学段階
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Response Theory; Baker and Kim2004)をとっている。この結果、比較的公平な能力数値化が
得られることが想定されている。

















































そこで図 5 に前期開始段階の 1 回目のWeb共通試験と、後期末の 2 回目の試験での、個々
人の２つの得点を基準として、上位・中位・下位 3 群の比較を行なった。ここで図 5 の左側は
１回目の成績で分類した時の 2 回目の成績分布、図 5 中央図は 2 回目で分類した時の 1 回目分
布、図 5 右側は成績の伸び（増加点）で分類した場合の推移を示す。
その結果（図 5 ）から、 1 回目に高成績の人は 2 回目に余り伸びない、また 1 回目に低成績















い。この推測は図 2 と図 3 の比較から示唆される傾向と矛盾はしていない。
３－４．後期講義での課題取組状況が成長に関連


















表 1：Web共通試験 (前･後期)得点の成績別 (図 6 ) の群A/B/C/Dと後期授業の種目別得点に関する関係
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